
 

 保育室から外をじっと眺める子どもたち。“雪に触れさせてあげたい”と思い、ベビーバスに雪を

入れて遊ぶことにしました♪ 

 雪を持ってくると、最初は遊ぼうと近くで見ていましたが、いざ触っ

てみると冷たいことに驚いたようですぐに手から離す子どもたちでし

た。しばらくはひしゃくですくっては落としたり、バケツの中に入れた

りと楽しんでいました。少しずつ慣れてくると、指先で雪をチョンと触

ってみたり、保育者が作った雪玉を手の上に乗せてぎゅっと握ってみた

りを楽しんでいましたよ。 

 

 

ゆき、はいどうぞ！ 

 
冷たくて 

びっくり！ 

 

ちょっとだけ触ろう 

 

頑張って積むよ！ 

 

沢山積めたよ！ 
 保育者がミニ雪だるまを作ると、その上に

小さい雪玉を一つ重ねた Yちゃん。そこか

ら保育者が作った雪玉をカップの上に積み重

ね始めました。2，3個積むと倒れていまし

たが、少しずつコツをつかんだのか、どんど

ん高くなり最後には 5つの雪玉を積み重ね

ることができました。保育者が「沢山積めた

ね」というと近くにいた子も一緒に拍手をし

ていましたよ。また、高く積みあがった雪だ

るまを見て、真似して遊ぶ様子が見られ、遊

びが広がりにほっこりしました♡ 

 


